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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 鉄剣と古墳出現期社会 

 学位申請者 RYAN JOSEPH 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 福永伸哉 

  副査 大阪大学教授 高橋照彦 

  副査 大阪大学准教授 市 大樹 

【論文内容の要旨】 

 ３世紀中頃の古墳出現期は、日本の古代国家形成過程における大きな画期である。本論文は、この国家形成過

程において汎列島的に数多く出土し、体系的な分析が可能である鉄剣を主な対象として、考古学的手法によって

その型式変化や生産・流通のあり方を検討し、初期ヤマト政権へ向かう社会の特質を解明したものである。全体

は第１章から終章までの 10章で構成されており、分量は 400字詰原稿用紙換算で約 520枚、図表 81点である。 

 第１章では、日本列島における鉄と社会変化や権力形成の関係、及び古墳出現期前後における鉄製武器全般の

生産・流通・保有のあり方に関する既往の研究を整理し、本研究が取り組むべき方向性を定めた。 

 第２章以下では、鉄剣を中心とした分析と考察を展開する。第２章では、鉄剣の生産・流通、政治権力との関

係をめぐる研究史を詳細にトレースした上で課題を指摘し、本論文における鉄剣研究のアプローチを提示した。 

 これをうけた第３章では、出土鉄剣の全国集成に基づいて全長を指標にした型式分類を行ない、弥生中期後半

から古墳前期初頭にかけての包括的な鉄剣の変遷を検討した。 

 第４章では、鉄剣の中でも弥生中期に出現し古墳出現期に顕著となる長茎短剣の資料状況を精査し、既往の変

遷観に再検討を加えつつ、日本列島における長茎短剣の成立過程とその推移を論じた。そして、漢系舶載品の可

能性が高い「弥生中期後半群」と朝鮮半島の影響下で成立した可能性が高い「弥生終末期群」の２者を設定する

とともに、その間に空白期があることに注目して、列島における展開過程を提示した。 

 第５章では、古墳前期における長茎短剣の生産と流通及びその保有層について考察し、大型の長茎短剣が大型

古墳に、小型の長茎短剣は小型の円墳・方墳に副葬される傾向が強いことから、前者が初期ヤマト政権から有力

首長に配布されたのに対して、後者は弥生時代以来の交流網の中で、在地有力者が従来の技術で製作された製品

を入手した結果であろうと推定し、鉄製武器の生産・流通実態から政権による地域支配の特徴に論及した。 

 第６章では、日本列島における長剣の型式分類と編年を行なった上で、弥生中期後半から古墳前期初頭にかけ

ての長剣の製作地と流通経路を考察し、朝鮮半島南部からの舶載長剣は基本的に弥生後期後葉以降に限られるこ

と、北部九州では茎部厚の薄い直角関を持つ短茎長剣が主体的であるのに対して、日本海沿岸諸地域から東日本

では、北部九州的な長剣と、厚い茎部と非定型的な関部を持つ朝鮮半島系の長剣の混在状況が見られるとした。 

 第７章では、東日本で散見される蕨手状装飾を持つ特異な鉄剣の系譜を検討した。多様な蕨手状装飾が流行す



る朝鮮半島南部の嶺南地域と比較した結果、東日本の蕨手状装飾鉄剣も２世紀後半～３世紀前半に分布域を広げ

た嶺南系鉄剣の流れの中に位置づけられることを指摘し、それらの出土した地域を結ぶ国際的な流通網の存在を

想定した。これにより第６章で確認した東日本における舶載長剣の流入背景やその意義がより一層明確となった。 

 第８章では、弥生後期の代表的な鉄剣である関部双孔鉄剣を取り上げ、構造と変遷を検討した。そして、法量

や穿孔位置を詳細に比較した結果、日本出土の関部双孔鉄剣は日本列島で製作されたものと判断した。 

 第９章では、古墳出現期の武器生産の実態を検証するための対照資料として、同時期に普及する箆被付き鏃の

分析を行なった。その結果、初期ヤマト政権が生産する整った規範の箆被付き銅鏃と、政権と直接的な関係の希

薄な多様な箆被付き鉄鏃の２者が認められることを確認し、中央政権による上質武器の集中生産と地域の分散的

生産が併存するあり方が、古墳出現期の武器生産の特質であると評価した。 

 以上の考察を踏まえた終章では、前漢帝国と政治的な関係を結んだ「王」が北部九州に出現する弥生中期後半

からヤマト政権が奈良盆地に成立する古墳前期初頭までを射程に入れて、鉄剣を中心とする武器の変遷を列島の

社会政治的変化と関連づけて提示した。とくに政治史上の大きな画期であるヤマト政権の成立については、武器

の生産・流通管理の貫徹が政権成立の前提となったのではなく、政権による武器の独占的掌握についてもなお不

十分であったことを明らかにした。ヤマト政権の正統性を象徴する一部の武器が管理の対象となった一方で、在

地の有力者による武器生産と流通の併存状況から見て、古墳出現期においては上部社会だけが早熟的に国家的様

相を備え始めたのに対して、地域の下部社会では弥生時代以来の集団関係、地域関係も色濃く残存しており、そ

こに古墳出現期社会の特質を見いだしうると結論づけた。 

【論文審査の結果の要旨】 

古代国家の形成過程において、軍事力が一定の役割を果たしたことはいうまでもなく、考古学においてその実

態をつかむ上で、武器研究が主要なアプローチの一つとなることは、分厚い研究史の存在を見ても明らかである。

本論文は、列島の国家形成過程の大きな画期である古墳出現期にもっとも普及した武器である鉄剣について、徹

底的な資料集成と詳細な型式研究を基礎に、各種鉄剣の系譜、変遷、生産、流通などの諸論点にわたる実態に迫

った点で、高いレベルの体系性を備えた専論研究としての評価を与えることができる。 

とりわけ、長茎短剣に関して、「弥生中期後半群」と「弥生終末期群」が系統差を含む非連続的な存在であるこ

とを明らかにした点や、「弥生終末期群」や「蕨手状装飾鉄剣」の分布を手がかりに朝鮮半島から日本海沿岸を経

由して東日本に至る物流ルートを復元した点などは、鉄剣研究に新たな展望を開く主張として評価できる。また、

製作地について議論のある関部双孔鉄剣について、剣身や穿孔状況の詳細な観察によって日本列島製が主体を占

めるとの結論を導いた手続きは説得的であり、ライアン氏が優れた資料観察能力を有していることを十分に示す

ものである。さらに、鉄製武器の造りの精粗や法量の違いに着目して、中央政権が製作や流通に関与したものと

在地の有力者レベルで行なわれたものがあることを見いだし、武器を介した政権の地域把握の問題に論及した点

は、今後の研究の発展を期待させるものである。 

ただ、高い評価が与えられる本論文にも、改善すべき問題点は残る。鉄剣の実態解明に考察の重点を置きすぎ

たために、多様な鉄製品と社会変化や権力形成の関係が論じきれなかったことや、古墳出現期研究の主要論点と

もなっている青銅鏡や石製品、墳墓構造などに目配りができなかったことなどは、今後に残された課題である。 

とはいえ、詳細な遺物研究に立脚して弥生時代から古墳時代に至る鉄剣の全体像を体系的に解明し、鉄製武器

の生産・流通のあり方から政権の支配構造にまで論及した本論文は、多くの新たな主張を含んだ意欲作として評

価できるものである。よって、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 


